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報告事項
⑴ 磐越東線の現状について
⑵ 取組み実績について
⑶ 磐越東線活性化ワーキング

グループの成果について
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福島県内のローカル鉄道の状況

令和4年7月に平均通過人員2,000人未満の区間の収支を公表
県内の収支公表対象は、4路線9区間

常磐線、磐越西線及び磐越東線の一部区間で２千人未満となったが、収支公表対象はコロナ禍前の
令和元年度を基準に公表。

路線 区間
平均通過人員
（令和４年度）

収 支
（令和４年度）

常磐線 いわき～原ノ町 1,592人/日 （公表対象外）

水郡線
常陸大子～磐城塙 143人/日 ▲5.30億円

磐城塙～安積永盛 811人/日 ▲10.91億円

只見線

会津若松～会津坂下 944人/日 ▲4.67億円

会津坂下～会津川口 182人/日 ▲9.05億円

只見～小出 107人/日 ▲7.73億円

磐越西線

郡山～会津若松 2,283人/日 （公表対象外）

会津若松～喜多方 1,491人/日 ▲9.38億円

喜多方～野沢 357人/日 ▲9.40億円

野沢～津川 70人/日 ▲8.86億円

磐越東線
いわき～小野新町 203人/日 ▲7.26億円

小野新町～郡山 1,847人/日 （公表対象外）

2



JR磐越東線の利用者数
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磐越東線 平均通過人員の推移
小野新町～郡山 いわき～小野新町 全区間

（人/日・ｋｍ）

JR:利用の少ない
線区の基準

35年間（’87-’22)

小野新町~郡山
約50％↘

いわき~小野新町
約80％↘

※平均通過人員：１日１kmあたりの乗車人数
旅客輸送人キロ÷営業キロ÷営業日数
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報告事項
⑴ 磐越東線の現状について
⑵ 取組み実績について
⑶ 磐越東線活性化ワーキング

グループの成果について
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令和５年３月2９日 第１回協議会総会 （いわき市）
(1) 磐越東線活性化対策協議会規約（案）について
(2) 磐越東線活性化対策協議会の活動方針（案）について
(3) 役員の選任について

令和５年４月2８日 第１回幹事会 （小野町）
⑴ 活性化に向けた検討の進め方について
⑵ 令和５年度事業計画について
⑶ 令和５年度予算の編成方針について

令和５年６月12日 第２回幹事会 （Web）
⑴ 国の動向について

・改正地域公共交通活性化再生法、・運用方針（案）等
⑵ 検討の進め方について

・ワーキングループ、交通担当者会議、現状整理カルテの作成等

令和５年７月11日 第１回交通担当者会議 （Web）
⑴ ワーキンググループの進め方について
⑵各自治体の現状共有

経過報告
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令和５年７月24日 第１回ワーキンググループ （Web）

令和５年８月９日 第２回ワーキンググループ （Web）

令和５年９月１日 第３回ワーキンググループ （Web）

令和５年９月15日 第４回ワーキンググループ （Web）

令和５年９月28日 第２回交通担当者会議 （Web)
⑴令和６年度当初予算編成方針について
⑵各自治体の現状共有

※令和５年10月１日 改正地域公共交通活性化再生法施行

令和５年10月10日 第５回ワーキンググループ （Web）

令和５年10月1８日 第３回幹事会 （田村市）
⑴ 磐越東線活性化ワーキンググループ成果について
⑵ 令和６年度当初予算編成方針について

⑶ 今後の活動について

※令和５年11月21日 令和４年度分の経営情報開示

令和６年３月25日 第２回協議会総会 （三春町）

経過報告

6



令和５年度取組み実績

郡山市

JR舞木駅 桜ライトアップ
⇒地元地域団体が舞木駅にて毎年実施して

いる駅舎周辺の桜ライトッアップの後援
（公式SNS発信・ポスター掲示等）

株式会社駅探と
地域公共交通活性化に関する連携協定締結

⇒「駅」を起点にした各種イベント情報など

を配信

全国初！
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令和５年度の取組み実績

三春町

8

二次交通の確保
①磐越東線に接続する町営バスの運行

⇒ 磐越東線の日常利用を促進するため、
三春町全域を対象として町営バス（自家
用有償旅客運送）を運行

※郡山方面下り：１４本中１０本、
いわき方面上り：１５本中１０本
が町営バスと接続

②鉄道を利用した観光需要に応える
臨時バスの運行

⇒ 三春滝桜観桜のため、
シーズン中、三春駅から
滝桜までの臨時バスを
運行

⇒ 福島大学との連携事業である「みは

る中高生助っ人会議（中高生が中心となっ
て三春町の課題解決などを考える取り組
み）において、
ひとつのグループ
が三春駅を拠点と
した取り組みを
提案

駅前活性化のための取り組み検討

駅周辺の建物を利用
したフリースペース



令和５年度の取組み実績

田村市

あぶくま洞秋まつりシャトルバス運行
⇒ 磐越東線利用促進

のため、令和５年度
より、JR神俣駅から
会場までのシャトル
バス（ジャンボタク
シー）運行を実施

公共交通マップの作成
⇒ 鉄道、路線バス、デマンドタクシー等

公共交通の情報をまとめた公共交通マッ
プを作成

船引駅駐車場４時間無料！
⇒ 船引駅駐車場（南・北口）の時間貸し

利用駐車料金を４時間無料とし、鉄道利
用の促進を図る

鉄道の乗り方教室
⇒ 一部の小学校で鉄道の

乗り方を学ぶため乗車
体験を実施

Suica利用券5,000円分の交付
⇒ 運転免許証を自主返納した高齢者に対

し、希望によりSuica等の利用券5,000円
分を交付 9



令和５年度の取組み実績

小野町

駅前イベントを支援！～地域づくり応援事業補助金～
⇒ 駅前を利用した地域活性化事業を実施する団体に「小野町地域づくり応援事業補助金」を

交付することにより、磐越東線の利用促進を図る

【駅前の未来をつくる会による映画上映等】 【小野町おまつり会によるイベント】
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令和５年度の取組み実績

いわき市

駅前イベントの開催
⇒ 磐越東線の

利用促進と地
域振興のため
川前駅前での
屋台イベント
を開催

J2サッカーとコラボ！
⇒ いわきFCホームゲーム

最終戦（vsモンテディオ
山形）と併せて、
磐越東線での来訪を呼び
かけ、おもてなしイベン

トやグッズ配布等を実施

駅清掃・利用啓発
⇒ 『いわき市鉄道交通を応援する会』

による赤井駅の清掃及び利用啓発活動
を実施

協力：県いわき地方振興局、JRいわき駅等

協力：県いわき地方振興局、JRいわき駅等

鉄活セミナー・親子鉄道工作教室
⇒ 「ローカル鉄道の魅力と活用策」

交通ジャーナリスト 鈴木文彦氏

⇒ 「磐越東線の歩み」
東方文化堂 渡邊伸二

⇒ パネルディスカッション
内田市長、鈴木文彦氏、渡邊伸二氏
木村沙由里氏（福島美少女図鑑）

⇒ 夏井川渓谷と磐越東線を
イメージしたジオラマ工作
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令和５年度の取組み実績

いわき市
二次交通の確保
⇒ 公共交通不便地域である川前地区において、磐越東線へも接続する自家用有償旅客運送

を導入し、磐越東線を利用した域外移動を促進（令和６年３月26日 運行開始）
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令和５年度の取組み実績

福島県（県中地方振興局）

フォトコンテスト＆デジタルラリー
⇒ 磐越東線の魅力を発信し、県民の磐越東線への意識の醸成を図るとともに、鉄道利用を

促進する。

最優秀賞
優秀賞

優秀賞 優秀賞
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議 事
⑴ 令和６年度事業計画（案）について
⑵ 令和６年度収支予算（案）について
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協議会の運営体制

「福島県鉄道活性化対策協議会」（県）
構成：関係自治体の首長

「磐越東線活性化対策協議会」
構成：県生活環境部長＋沿線自治体の首長

「幹事会」
構成：県（生活交通課、振興局）＋JR

＋沿線自治体の担当課長級
「交通担当者会議」

構成：沿線自治体の担当者

「フラットミーティング」
構成：誰でも参加ＯＫ 公共交通部門に限らない

広域的取組みの
企画・立案

国やＪＲとの
連携・調整や要望

各路線の進行管理
情報発信

公共交通会議等
への報告・付議

取組みの
意思決定

国やＪＲへの
要望

進行管理
情報発信

公共交通会議等
への報告・付議

取組みの
企画・立案

地元関係者
との調整

情報共有

庁内調整

取組みの
企画・立案

庶務事務

学習会 新たな
アイディア

常時連携
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令和６年度 事業計画（案）

ローカル鉄道の役割
①地域住民の日常の移動を支える。
（通勤・通学、買物、通院など）
②観光等の域外交流を支える。

（国内旅行者、インバウンドなど）
③まちの中心拠点の形成支える。

（交通結節点、賑わい空間など）
④物流等の産業活動を支える。
（貨物輸送※磐越東線での運行はない）

１ 自治体間の連絡・調整、情報発信
⇒各自治体の取組みを共有し、沿線自治体間での連携・協力体制を強化する。
⇒磐越東線利用促進コンテンツを積極的に発信する。

２ ワーキンググループ成果等の具現化に向けた検討
⇒ワーキンググループ成果等を踏まえた施策展開を検討する。

３ 利用促進イベント等の企画・実施
⇒地域住民を巻き込んだ活性化方策の検討、マイレール意識の醸成を図る。

４ 福島県鉄道活性化対策協議会との連携
⇒福島県鉄道活性化対策協議会と緊密に連携し、鉄道交通に関する国の動向や活性化事例等の
情報収集を行う。

⇒国やJR等への要望活動等の実施。
５ 各種調査・検討の実施

⇒磐越東線活性化に必要な調査や検討を行う。
６ その他

⇒目的達成のために必要と認められる事業を行う。

ローカル鉄道の活性化に向けて

✔鉄道の持つ多様性を踏まえながら、
柔軟かつ多角的な検討が必要

✔地域住民の地域住民のマイレール
意識が重要

✔経営状況（収支）による評価だけ
ではなく、地域社会にもたらす効果
の把握が必要

令和６年度事業計画（案）

16



令和６年度 各自治体の主な取組み（予定）

新 魅力発見。ローカル鉄道利活用事業 ～ 乗る、関わる、発信する ～

１ 水郡線開通90周年記
念イベント「ふくしま鉄道
博」

1934年の全線開通を迎える水郡線において、記念イベ
ントを開催
高校生や地域の住民が参画したプレゼン大会などを実施
令和7年度以降、磐越東線など各路線に波及

２ ふくしまローカル鉄道魅
力発信事業

公共交通ポータルサイト構築
ふくしまローカル鉄道紀行連載、鉄道PR動画制作

３ 鉄道輸送の高度化に向
けた検証事業

利用実態・ニーズの調査、駅を中心としたまちづくり手法
の検討など

４ 福島県鉄道利用促進
事業補助金

沿線自治体や協議会等が行う鉄道の利用促進事業に
対する補助

マイレール意識を醸成し、鉄道を活かした地域活性化へ

福島県

17



令和６年度 各自治体の主な取組み（予定）

三春町・田村市・小野町郡山市

・JR舞木駅 桜ライトアップへの協力

・駅探localでのイベント情報の発信等

・児童図画工作展・教室
⇒磐越東線の利用促進及びマイレール意識

の醸成を図るため、三春町、田村市、
小野町が連携し開催

地域創生総合支援事業（県中地方振興局）の活用を想定

新

田村市

・灯籠流しと花火大会で臨時列車の運行を検討
・あぶくま洞秋まつりでのシャトルバス運行
・船引駅駐車場（南・北口）の 時間貸し利用
駐車料金の４時間無料
・磐越東線での出勤を可能とする時差出勤
の検討
・公共交通にちなんだノベルティグッズ配布

新新

新

いわき市

・「いわき市鉄道交通を応援する会」による清掃・啓発活動
・鉄活セミナー、親子鉄道工作教室の実施
・駅前でのイベント開催、J2サッカーとの連携による利用促進
・二次交通の確保（R6は、小川郷駅への接続を検討）
・磐越東線×自転車イベントの検討
新
新

いわき地方振興局

・磐越東線活性化に関する有識者
招聘や、住民意向把握を支援

（市町村支援深化事業）

・磐越東線利用による夏井川渓谷の
清掃活動やウォーキングイベントの
検討

新
新
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議 事
⑴ 令和６年度事業計画（案）について
⑵ 令和６年度収支予算（案）について
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令和６年度収支予算（案）

科 目 予算額（円） 摘 要

負 担 金 300,000 50,000円×６自治体
（郡山市、三春町、田村市、小野町、いわき市、福島県 ）

補 助 金 90,000 福島県鉄道利用促進事業補助金等

雑 収 入 3 預金利子

繰 越 金 0

合 計 390,003

科 目 予算額（円） 摘 要

会 議 費 10,000会場費等

事 業 費 360,000磐越東線利用促進イベント等

事 務 費 10,000旅費、消耗品費等

予 備 費 10,003

合 計 390,003

【収入の部】

【支出の部】

※事業の詳細は、幹事会において決定するものとする。
※科目間の流用、充当が必要な場合には、幹事会において決定するものとする。
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